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	（１） ごみ処理を取り巻く状況等への対応
	計画改定にあたっては、現計画の策定後の市川市のごみ処理行政を取り巻く
	状況の変化等に適切に対応するため、特に次の事項について勘案すべきである。
	さらなるごみの減量・資源化に向けた施策のあり方としては、特に以下の項目について次期計画に反映し、重点的に取り組んでいくべきである。
	（１） 分別の徹底に向けた広報・啓発の強化
	市川市では、平成14年10月から家庭ごみの12分別収集を導入し、令和元年７月には剪定枝の資源化を開始するなど、資源化の促進に取り組んできた。
	しかし依然として、燃やすごみの中には、分別すれば資源化できる可能性のある紙類やプラスチック製容器包装類が約３割含まれているほか、剪定枝の資源化量も十分ではない状況にある。
	そのため、今後、改めて資源物とごみの分別排出を徹底し、資源化の促進を図っていくことが必要である。
	分別排出を促進するためには、分別排出の主体である市民の視点に立ち、分かりやすい広報に努めるとともに、廃棄物減量等推進員（じゅんかんパートナー）と連携し、市内イベントやサロン等に出向き、地域における直接顔の見える啓発活動を強化していくことや、環境学習による幼少期からの３Ｒ意識の醸成が重要である
	また、転出入が多いことや外国人が多いなどの特性がある市川市においては、ＩＣＴを活用した広報啓発やユニバーサルデザインを取り入れるなどの工夫も必要である。
	（２） 食品ロスの削減
	燃やすごみの減量に向けては、燃やすごみに占める組成割合が約４割と最も大きい、生ごみの減量が重要である。
	この中には食べ残しなどの「食品ロス」が多く含まれると考えられるため、食品ロスの削減に向けた取り組みを強化していく必要がある。
	食品ロスの削減に向けては、広報・啓発を強化し、食品や食材を無駄に廃棄することのないよう市民の意識の向上を図るとともに、具体的な取り組み方法についても広報していくべきである。
	また、フードドライブの普及・促進や事業者との連携・協働による「３０１０運動」などにより、事業者が排出する食品ロス削減に向けた取り組みも重要である。
	なお、食品ロス削減だけでなく、生ごみを減らす取り組みとして、生ごみの水切りを促進するほか、生ごみの堆肥化等の促進も継続して行っていくべきである。
	（３）プラスチックごみの削減
	プラスチックごみについては、海洋プラスチックごみによる環境汚染が世界的な問題となっているほか、アジア各国による廃プラスチックの輸入規制強化や、地球温暖化への影響等様々な課題を抱えており、プラスチックごみ削減への取り組みの推進が強く求められる状況にある。
	今後の取り組みの推進にあたっては、国内外におけるプラスチックごみの諸問題について広く市民に情報発信し、理解を深めてもらい、その上でリデュースをはじめとする３Ｒの徹底やポイ捨て撲滅に向けた呼びかけを行っていくべきである。
	また、プラスチックごみの削減にあたっては、ワンウェイプラスチックの削減が重要であり、レジ袋やペットボトルの削減に向けて、マイバッグやマイボトル・マイカップの利用を促進し、市民のライフスタイルの変革につなげていくことが必要である。
	（４）リユースの促進
	循環型社会の実現のためには、３Ｒのうち取り組みの優先順位の高いリデュース・リユースに特に重点を置く必要がある。
	市川市では、平成７年度から26年度までリサイクルプラザを設置・運営してきたが、平成27年度以降は、市川市清掃公社が公益目的事業としてリサイクルプラザを運営している。
	今後はリサイクルプラザを含むリユースショップの活用促進を図るほか、近年市場が拡大しているフリーマーケットアプリ等のインターネット市場についても普及・啓発を行い、リユース文化を根付かせていくべきである。
	なお、市がリユースできる機会等を設ける場合や、将来的に市がリユース施設の設置を検討する際には、費用対効果とあわせて市民の利便性も考慮することが望ましい。
	（５） 経済的手法の活用（家庭ごみの有料化）
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